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授業の種類 演習 講師名

15回 時間数 30時間 （1単位） 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

科目名 病理学

授業回数

代謝異常

書籍名 出版社

循環障害1

試験、100点満点で評価する。

「病気」の本質を理解する。

細胞の障害と適応

授業概要　2019

病因論と先天異常

講義内容

言語聴覚士科1年

どのようにして病（やまい）がおこるかを学ぶ。

「病気」の本質を形態学、生化学、分子生物学などの総合的な知識を動員して一緒に考えたい。

著者名

循環障害2

炎症と免疫1

炎症と免疫2

感染症1

感染症2

感染症3

腫瘍1

腫瘍2

老化と死1

老化と死2
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